
Title 大正・昭和初期における海軍士官の米国留学 : 山本五十六、山口多聞、伊藤整一を中心に
Sub Title Study in USA of naval officers from 1919 to 1929 : focusing on the case of Isoroku Yamamoto,

Tamon Yamaguchi and Seiichi Ito
Author 小川原, 正道(Ogawara, Masamichi)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication year 2021

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.94, No.8 (2021. 8) ,p.1- 22 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00224504-20210828-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


1

大正・昭和初期における海軍士官の米国留学

大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
士
官
の
米
国
留
学 

―
―
山
本
五
十
六
、
山
口
多
聞
、
伊
藤
整
一
を
中
心
に
―
―

小　

川　

原　

正　

道

一
、
は
じ
め
に

　

一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
か
ら
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
に
か
け
て
、
の
ち
に
太
平
洋
戦
争
の
際
に
日
本
海
軍
を
率
い
る
こ

と
に
な
る
、
山
本
五
十
六
（
開
戦
時
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
。
一
九
四
三
年
、
戦
死
）、
山
口
多
聞
（
開
戦
時
、
第
二
航
空
戦
隊
司
令
官
。

一
九
四
二
年
、
戦
死
）、
伊
藤
整
一
（
開
戦
時
、
軍
令
部
次
長
。
一
九
四
五
年
、
戦
死
）
と
い
っ
た
海
軍
士
官
が
、
次
々
と
米
国
駐
在
を

命
じ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た）1
（

。

一
、
は
じ
め
に

二
、
山
本
五
十
六
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

三
、
山
口
多
聞
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

四
、
伊
藤
整
一
と
イ
エ
ー
ル
大
学

五
、
む
す
び
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い
ず
れ
も
大
尉
・
少
佐
級
の
人
事
だ
が
、
吉
田
満
は
、「
海
外
駐
在
お
よ
び
留
学
は
、
少
壮
士
官
に
見
聞
を
ひ
ろ
め
る
機
会
を
与

え
る
と
と
も
に
、
将
来
の
外
交
戦
に
備
え
て
有
力
な
戦
士
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
留
学
経
験
者
が
帰
国
後
し
ば
ら

く
他
の
勤
務
に
つ
い
て
か
ら
、
ふ
た
た
び
駐
在
武
官
と
し
て
赴
任
す
る
例
も
す
く
な
く
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る）2
（

。
実
際
、
山
本

と
山
口
は
、
そ
の
後
、
駐
米
日
本
大
使
館
付
海
軍
武
官
と
し
て
再
度
渡
米
し
た
。
英
国
と
米
国
へ
の
留
学
は
、
日
本
海
軍
に
お
け
る

重
要
な
出
世
コ
ー
ス
で
も
あ
っ
た）（
（

。
な
お
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
七
年
に
策
定
さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
で
、
米
国
は
ロ
シ
ア
に
次

ぐ
仮
想
敵
国
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
が）（
（

、
一
九
二
三
年
改
定
の
帝
国
国
防
方
針
に
は
、「
帝
国
ノ
国
防
ハ
我
ト
衝
突
ノ
可
能
性
最

大
ニ
シ
テ
且
強
大
ナ
ル
国
力
ト
兵
備
ト
ヲ
有
ス
ル
米
国
ヲ
目
標
ト
シ
主
ト
シ
テ
之
ニ
備
へ
」
と
あ
り
、
最
大
の
仮
想
敵
国
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る）（
（

。

　

山
本
が
米
国
滞
在
中
に
石
油
や
航
空
機
に
関
心
を
も
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
山
口
も
現
地
で
意
欲
的
に
英
語
や
歴

史
な
ど
を
学
び
、
米
国
人
と
交
遊
を
重
ね
た
。
伊
藤
が
、
在
米
中
に
レ
イ
モ
ン
ド
・
Ａ
・
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
米
国
海
軍
中
佐
（
の
ち
、

海
軍
大
将
）
と
親
密
な
関
係
を
構
築
し
た
こ
と
も
、
比
較
的
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
期
に
つ
い
て
は
、
ア
ナ
ポ
リ
ス
海
軍
兵

学
校
へ
の
日
本
人
の
留
学
や
海
軍
士
官
の
米
国
留
学
に
つ
い
て
、
高
木
不
二
や
中
拂
仁
、
島
田
謹
二
の
研
究）（
（

な
ど
が
あ
る
の
に
対
し
、

大
正
・
昭
和
初
期
は
、
現
地
の
大
学
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
や
日
本
側
の
公
文
書
な
ど
を
用
い
て
、
海
軍
士
官
の
留
学
の
軌
跡
を

追
っ
た
研
究
は
、
管
見
の
限
り
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
例
え
ば
山
本
の
留
学
に
つ
い
て
も
、
田
中
宏
巳
は
、「
勉
学
に
つ
い

て
は
、
着
い
た
年
の
七
月
か
ら
英
語
夏
期
講
習
を
受
け
た
こ
と
ぐ
ら
い
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か

ら
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る）（
（

。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
戦
勝
国
と
し
て
国
際
社
会
で
急
速
に
台
頭
し
た
日
本
と
米
国
。
そ
の
渦
中
で
、
お
よ
そ
二
年
の
間
、
米
国

に
滞
在
し
、
そ
の
間
に
大
学
で
勉
学
に
励
む
こ
と
に
な
っ
た
海
軍
士
官
た
ち
は
、
現
地
で
何
を
学
び
、
何
を
吸
収
し
て
帰
国
し
た
の

か
。
本
稿
は
、
山
本
、
山
口
、
伊
藤
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
受
け
入
れ
先
と
な
っ
た
各
大
学
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
、
日
本
側
の
公
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文
書
や
私
文
書
、
お
よ
び
関
係
者
の
回
想
や
伝
記
研
究
の
成
果
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
点
を
検
討
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で

あ
る
。

二
、
山
本
五
十
六
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

　

山
本
五
十
六
は
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
四
月
四
日
、
新
潟
県
長
岡
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
四
年
に
海
軍
兵
学
校
を
卒
業
し
、

日
露
戦
争
に
参
加
、
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
副
官
兼
参
謀
、
海
軍
大
学
校
甲
種
学
生
、
第
二
艦
隊
参
謀
、
海
軍
省
軍
務
局
員
な
ど

を
歴
任
す
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
一
九
年
四
月
五
日
に
米
国
駐
在
を
命
じ
ら
れ
、
同
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
に
留
学
し
た
。
渡
米
時
点
で
三
十
五
歳
、
階
級
は
海
軍
少
佐
で
あ
る）（
（

。

　

新
渡
戸
稲
造
が
一
八
九
一
年
に
刊
行
し
た
『
日
米
関
係
史
』
に
よ
る
と
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
八
六
年
末
ま
で
の
間
に
、

「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
は
、
最
も
優
秀
な
若
者
の
何
人
か
が
留
学
」
し
て
お
り
、
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
、
カ
レ
ッ
ジ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・

ス
ク
ー
ル
な
ど
で
計
十
五
名
が
学
ん
だ
と
い
う）（
（

。
そ
の
後
も
留
学
者
は
途
絶
え
て
お
ら
ず
、
海
軍
士
官
で
も
、
一
九
一
三
年
か
ら
永

野
修
身
（
の
ち
、
軍
令
部
総
長
）
が
少
佐
で
留
学
し
て
い
る
。
永
野
は
山
本
在
米
中
の
一
九
二
〇
年
十
二
月
、
駐
米
日
本
大
使
館
付

海
軍
武
官
を
命
じ
ら
れ
、
山
本
の
上
司
と
な
っ
た）（1
（

。

　

一
九
一
九
年
四
月
二
十
八
日
、
栃
内
曾
次
郎
・
海
軍
次
官
は
幣
原
喜
重
郎
・
外
務
次
官
に
対
し
、
山
本
が
「
語
学
及
一
般
海
軍
軍

事
研
究
ノ
為
…
…
駐
在
被
仰
付
候
」
と
し
て
、
米
国
政
府
に
こ
の
旨
を
通
牒
す
る
よ
う
依
頼
し
、
決
済
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
栃
内
次
官
宛

の
山
本
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
山
本
が
米
国
に
向
け
て
横
浜
港
を
発
っ
た
の
は
、
五
月
二
十
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
到
着
し
た
の

が
六
月
九
日
で
、
ボ
ス
ト
ン
に
着
い
た
の
は
六
月
十
四
日
で
あ
る
。
翌
年
五
月
十
八
日
に
は
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に

転
居
し
て
い
る）（1
（

。
こ
の
間
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
「
特
別
学
生
」
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
の
は
、
一
九
一
九
年
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九
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
約
五
ヶ
月
で
あ
っ
た
。

　

一
九
一
九
年
六
月
十
九
日
付
で
山
本
が
兄
の
高
野
季
八
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
近
郊
の
ブ
ル
ッ
ク
ラ
イ
ン
の
「
下
宿
」

に
住
ん
で
お
り
、
そ
こ
は
老
婆
と
そ
の
娘
の
「
家
族
二
名
」
の
家
で
、
朝
食
を
一
緒
に
と
っ
て
「
会
話
の
稽
古
」
を
し
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
に
比
べ
て
米
国
は
物
価
が
高
い
こ
と
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
来
週
か
ら
「
家
庭
教
師
」
を
雇
い
、
七
月

一
日
か
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
「
英
語
夏
期
講
習
」
に
行
く
と
い
う）（1
（

。

　

さ
ら
に
同
年
九
月
三
日
、
山
本
が
高
野
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
月
二
十
一
日
よ
り
愈
々
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
一
生
徒
と
相
成
筈
ニ
御
座
候
。
尤
も
学
校
と
て
、
誠
ニ
自
由
ニ
て
、
熱
心
ニ
や
る
考
え
の

も
の
ハ
、
外
国
人
ニ
対
す
る
英
語
教
授
の
み
ニ
て
、
他
ニ
歴
史
、
政
治
の
如
き
二
三
課
目
を
慰
み
半
分
に
採
る
と
い
ふ
ニ
過
不
申
、
ど
う
せ

永
く
も
一
年
、
短
か
け
れ
ハ
、
今
年
一
杯
ニ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
参
ら
ね
ハ
な
ら
ぬ
こ
と
と
存
居
候
ニ
付
、
学
校
も
た
た
彼
等
、
米
国
青
年
研

学
の
一
般
を
、
割
あ
ひ
に
委
し
く
、
知
り
得
る
位
か
取
柄
と
存
居
候
。
し
か
し
、
昼
ハ
学
校
、
夜
ハ
家
庭
教
師
と
謂
ふ
次
第
な
れ
ハ
、
老
骨

ニ
ハ
充
分
の
仕
事
な
る
へ
く
、
一
年
位
ハ
匆
々
経
過
可
致
と
存
居
候）

（1
（

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
生
と
な
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
英
語
を
中
心
に
、
歴
史
、
政
治
を
学
ぶ
こ
と
、
留
学

の
予
定
は
一
年
程
度
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
移
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
留
学
目
的
は
米
国
の
青
年
の
勉
学
状
況
を
知
る
こ
と
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
昼
は
学
校
、
夜
は
家
庭
教
師
を
雇
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
が
所
蔵
す
る
山
本
自
筆
の
入
学
申
請
書
は
、
こ
の
入
学
予
定
日
の
翌
日
、
九
月
二
十
二
日
に
記

さ
れ
て
お
り
、
山
本
は
入
学
目
的
欄
に
「
私
は
英
語
力
の
み
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
記
入
し
て
い
る
。
ど
ん
な
指

導
を
受
け
た
い
か
、
と
い
う
欄
に
は
、「
外
国
人
学
生
向
け
の
英
語
の
特
別
指
導
」
と
記
載
し
て
、「
特
別
学
生
」
と
し
て
入
学
を
申

請
し
た
。
歴
史
や
政
治
を
学
ぼ
う
と
い
う
意
志
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
、
住
所
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
近
く
の
「1（（ N

aples Rd. 
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Brookline, M
ass.

」
で
、
同
じ
住
所
に
住
む
人
物
と
し
て
「M

rs. Sarah Elvira Clifford

」
と
「M

rs. Frederich Charles 

M
arrow

」
の
二
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る）（1
（

。
先
述
の
老
婆
と
そ
の
娘
と
は
、
彼
女
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
山
本
は
大
学
の
寄
宿
舎

に
は
入
ら
ず
、
一
般
家
庭
に
下
宿
し
な
が
ら
英
語
を
学
ん
だ
。

　

九
月
二
十
八
日
に
山
本
は
高
野
に
絵
葉
書
を
送
り
、「
本
日
曜
日
常
例
の
会
話
（
毎
日
曜
ニ
内
の
者
ニ
、
日
本
の
事
を
一
つ
宛
、
話
し
、

会
話
の
練
習
ニ
資
し
居
候
）
の
好
資
料
と
致
候
」
と
、
英
会
話
練
習
の
現
状
を
伝
え
た
上
で
、「
漸
々
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
生
徒
と
相

成
候
。
皆
々
様
ニ
よ
ろ
し
く
」
と
述
べ
て
お
り
、
入
学
申
請
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る）（1
（

。

　

や
は
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
残
さ
れ
て
い
る
山
本
の
成
績
表
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
山
本
は
「
特
別
学

生
」
と
し
て
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
Ｅ
と
い
う
コ
ー
ス
を
履
修
し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
一
月
の
第
二
週
に
二
回
欠
席
し
た
の
み
で
、
あ

と
は
一
九
一
九
年
九
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
、
す
べ
て
出
席
す
る
と
い
う
勤
勉
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
。
前
年
十
一
月
に
は
レ
ポ
ー
ト

を
一
回
提
出
し
て
い
る
が
、
評
価
は
「
Ｃ
＋
」
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
二
月
に
、
退
学
し
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る）（1
（

。
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
Ｅ
は
、
外
国
人
学
生
向
け
に
英
語
の
特
別
指
導
を
行
う
コ
ー
ス
で
、
英
語
の
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、
暗
唱
な

ど
の
練
習
が
課
さ
れ
た）（1
（

。
や
は
り
歴
史
や
政
治
を
学
ん
だ
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
が
、「
熱
心
ニ
や
る
考
え
の
も
の
ハ
、
外
国
人
ニ
対

す
る
英
語
教
授
の
み
」
と
い
う
当
初
の
目
的
に
は
沿
っ
た
学
習
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
成
績
か
ら
み
る
と
、
英
語
に
は
苦
労
し
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
こ
の
間
、
一
九
一
九
年
十
二
月
八
日
に
は
、
高
野
に
宛
て
た
絵
葉
書
で
、「
学
校
冬
休
ニ
付
、
一
寸
、
紐
育
（
六

時
間
）
へ
出
か
け
る
筈
ニ
御
座
候
」
と
、
山
本
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
か
け
る
旨
を
伝
え
て
い
る）（1
（

。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
時
代
の
同
窓
生
た
ち
は
、
山
本
と
と
も
に
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。
共
に
ハ
ー

バ
ー
ド
で
学
ん
で
い
た
森
村
勇
は
、
山
本
の
死
去
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
噫
山
本
元
帥
』
で
、
留
学
時
代
の
山
本
と
マ
ラ
ソ
ン
競
争

や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
日
本
料
理
屋
で
の
す
き
焼
き
会
な
ど
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
追
憶
話
を
寄
せ
て
い
る）11
（

。
同
書
で
は
、
同
じ
く
留
学
仲

間
だ
っ
た
小
熊
信
一
郎
が
、
山
本
と
二
十
六
時
間
ぶ
っ
通
し
で
七
十
五
番
将
棋
を
指
し
た
、
と
い
う
思
い
出
も
語
っ
て
い
る）1（
（

。
ま
た
、
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海
軍
機
関
大
尉
と
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
に
留
学
し
て
い
た
三
戸
由
彦
は
、
ボ
ス
ト
ン
で
山
本
を
迎
え
、

散
策
を
共
に
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
米
国
人
と
交
遊
し
た
り
、
視
察
旅
行
に
同
行
し
た
り
、
米
国
人
と
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
勝
負
を
し
た

こ
と
な
ど
を
回
顧
し
て
い
る）11
（

。

　

阿
川
弘
之
は
『
新
版 

山
本
五
十
六
』
の
な
か
で
、「
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
、
外
国
人
留
学
生
に
英
語
を
教
え
る
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
Ｅ
と
い
う
ク
ラ
ス
に
籍
を
置
い
て
、
自
由
な
勉
強
を
し
て
い
た
。
よ
く
勉
強
も
し
た
が
、
よ
く
遊
び
も
し
た
ら
し
い
」
と
述
べ

て
い
る
が）11
（

、
妥
当
な
記
述
と
い
え
よ
う
。

　

ほ
か
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
山
本
に
つ
い
て
、
働
き
者
で
は
あ
る
が
ガ
リ
勉
で
は
な
く
、
並
外
れ
て
好
奇
心
が

強
く
想
像
力
に
富
ん
で
い
た
と
述
べ
て
お
り
、
特
に
ポ
ー
カ
ー
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
記
憶
し
て
い
る
。
寝
ず
に
夜
通
し
で
ポ
ー

カ
ー
を
楽
し
み
、
最
後
は
勝
利
を
収
め
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
山
本
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
危
険
視
し
、

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
た）11
（

。

　

一
九
二
〇
年
一
月
一
日
、
山
本
が
栃
内
次
官
に
宛
て
て
提
出
し
た
報
告
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
主
ト
シ
テ
「
ハ
ー
バ
ー

ド
」
大
学
ニ
在
リ
テ
語
学
ヲ
修
習
シ
併
セ
テ
一
般
海
軍
々
事
研
究
ノ
準
備
ト
シ
テ
米
国
歴
史
、
行
政
、
社
会
組
織
等
ノ
研
究
ニ
従
事

セ
リ
」。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
語
学
を
、
学
外
で
米
国
の
歴
史
や
行
政
、
社
会
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
頃
も
ま
だ
英
語
に
は
苦
戦
し
て
い
た
ら
し
く
、「
会
話
ハ
簡
昜
用
件
ヲ
弁
シ
得
ル
ノ
程
度
ニ
シ
テ
新
聞
雑
誌
等
ハ
辞
書
ヲ
使
用

セ
サ
レ
ハ
通
読
困
難
ナ
リ
」
と
も
述
べ
て
い
る）11
（

。

　

そ
の
後
山
本
は
、
一
九
二
〇
年
五
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
移
り
、
国
際
会
議
の
事
務
な
ど
を
担
当
し
た
あ
と
、
一
九
二
一
年
二

月
十
四
日
に
は
佐
藤
三
郎
（
海
軍
少
佐
）、
後
藤
兼
三
（
海
軍
機
関
大
佐
）
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
海
軍
工
廠
に
赴
き
、
戦
艦

テ
ネ
シ
ー
を
視
察
し
て
、
長
文
の
報
告
書
を
井
出
謙
治
・
海
軍
次
官
宛
に
提
出
し
た
。
こ
の
米
国
滞
在
生
活
が
終
わ
っ
て
帰
国
し
た

の
は
、
同
年
七
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る）11
（

。
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山
本
は
米
国
滞
在
中
、
米
国
の
石
油
の
研
究
・
視
察
に
取
り
組
み
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
テ
キ
サ
ス
の
石
油
産
地
や
製
油
所
な
ど

を
視
察
し
た
ほ
か
、
睡
眠
時
間
を
削
っ
て
関
連
文
献
や
新
聞
を
大
量
に
読
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
。
水
嚢
を
頭
に
乗
せ
て
勉
強
し
て

い
る
姿
を
時
々
見
か
け
た
、
と
の
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
の
油
田
の
視
察
に
も
出
か
け
た
ほ
か
、
航
空
機
に
つ
い
て
も
強

い
関
心
を
持
っ
て
研
究
と
現
地
視
察
を
試
み
た）11
（

。
な
お
、
米
国
滞
在
中
の
一
九
一
九
年
十
二
月
一
日
に
、
山
本
は
少
佐
か
ら
中
佐
に

進
級
し
て
い
る）11
（

。

　

山
本
が
な
ぜ
航
空
や
石
油
に
関
心
を
も
っ
た
の
か
。
田
中
は
、
留
学
の
指
導
を
し
て
い
た
の
は
駐
日
米
国
大
使
館
付
海
軍
駐
在
武

官
で
あ
り
、
山
本
が
米
国
に
到
着
し
た
際
の
駐
在
武
官
は
上
田
良
武
大
佐
で
、
上
田
は
「
海
軍
に
お
け
る
航
空
機
開
発
の
先
頭
に
立

ち
続
け
た
人
物
」
で
あ
り
、
山
本
が
航
空
の
将
来
性
や
、
そ
の
燃
料
と
な
る
石
油
に
注
目
し
た
き
っ
か
け
は
、
上
田
の
指
導
に
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
山
本
は
上
田
に
定
期
的
に
報
告
書
を
提
出
し
て
指
導
を
受
け
、
視
察
の
旅
費
も
上
田
が
支
給
し
て
い
た
と
し
て
、

「
上
田
の
指
導
が
強
く
作
用
し
て
い
た
の
は
間
違
い
あ
る
ま
い
」
と
し
て
い
る
。
上
田
は
永
野
と
交
代
し
て
帰
国
後
も
、
海
軍
の
航

空
畑
を
歩
み
続
け
た）11
（

。

　

山
本
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
朝
日
新
聞
社
編
の
『
元
帥
山
本
五
十
六
伝
』
は
、「
こ
の
二
年
の
学
究
生
活
に
、
得
る
と
こ
ろ
は
す
く

な
く
な
か
つ
た
。
米
国
と
い
ふ
と
こ
ろ
、
米
国
人
と
い
ふ
人
種
、
米
国
人
の
、
い
ゝ
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
、
強
い
と
こ
ろ
と
弱
い

と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
を
体
得
し
た
。
米
国
人
を
相
手
に
物
事
を
交
渉
す
る
手
、
米
国
人
を
相
手
に
戦
ふ
戦
略
は
、
お
の
づ
か
ら
山
本
少

佐
の
会
得
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
」
と
評
し
て
い
る）11
（

。

　

山
本
は
、
一
九
二
五
年
十
二
月
一
日
に
駐
米
日
本
大
使
館
付
海
軍
武
官
を
命
じ
ら
れ
て
、
再
度
渡
米
し
た）1（
（

。
駐
在
武
官
在
任
中
、

一
九
二
七
年
二
月
か
ら
補
佐
官
と
し
て
仕
え
た
三
和
義
勇
は
、「
こ
の
頃
か
ら
元
帥
は
米
国
航
空
の
こ
と
に
つ
い
て
は
犀
利
な
眼
で

注
視
し
て
お
ら
れ
た
」
と
し
て
、
大
西
洋
横
断
飛
行
を
達
成
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ａ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｅ
・
バ
ー

ド
な
ど
の
飛
行
に
つ
い
て
研
究
し
、
意
見
を
出
す
よ
う
に
言
わ
れ
、
日
本
海
軍
も
「
感マ
マ

」
に
頼
る
の
で
は
な
く
「
計
器
飛
行
」
を
重
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視
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
山
本
は
同
意
し
、
報
告
書
を
添
削
し
て
く
れ
た
と
回
想
し
て
い
る）11
（

。
上
田
に
よ
っ
て
航
空
機
に
開

眼
し
た
山
本
は
、
駐
在
武
官
と
い
う
同
じ
立
場
に
立
っ
た
と
き
、
後
進
で
あ
る
三
和
に
対
し
て
、
や
は
り
航
空
機
研
究
に
つ
い
て
指

導
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

麻
田
貞
雄
は
、「
山
本
の
場
合
、
四
年
以
上
に
わ
た
る
駐
米
勤
務
の
体
験
か
ら
、
現
実
的
な
対
米
認
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
」
と

し
て
、
山
本
が
米
国
人
の
闘
争
心
や
冒
険
心
を
強
調
し
、
後
述
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
会
議
の
比
率
を
肯
定
し
て
い
た
と
し
た

上
で
、
山
本
が
最
初
の
米
国
駐
在
と
駐
在
武
官
時
代
を
通
し
て
、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
将
軍
が
さ
か
ん
に
鼓
吹
し
て
い
た

航
空
本
位
の
新
し
い
兵
学
思
想
の
洗
礼
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
八
年
に
帰
国
し
た
と
き
、
彼
は
近
い
将
来
に
航
空
機

が
洋
上
決
戦
の
主
兵
に
な
る
と
断
言
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る）11
（

。

　

二
度
の
米
国
駐
在
を
通
し
て
、
山
本
は
米
国
人
の
国
民
性
や
航
空
技
術
、
石
油
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
た
。
一
九
二
七
年
十
一

月
十
五
日
に
帰
朝
を
命
じ
ら
れ
た
山
本
は
、
翌
年
に
軍
令
部
出
仕
、
空
母
「
赤
城
」
艦
長
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
九
年
に
ロ
ン
ド
ン

海
軍
軍
縮
会
議
に
随
員
と
し
て
参
加
し
た
後
、
海
軍
航
空
本
部
技
術
部
長
、
第
一
航
空
戦
隊
司
令
官
、
海
軍
航
空
本
部
長
、
海
軍
次

官
な
ど
を
歴
任
し
て
、
一
九
三
九
年
に
連
合
艦
隊
司
令
長
官
と
な
り
、
真
珠
湾
攻
撃
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る）11
（

。

三
、
山
口
多
聞
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

　

太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
山
本
の
下
で
戦
い
、
ミ
ッ
ド
ー
ウ
ェ
ー
海
戦
で
第
二
航
空
戦
隊
司
令
官
と
し
て
空
母
「
飛
龍
」
で
指
揮

を
執
り
、
戦
死
し
た
山
口
多
聞
も
、
山
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
た
。

一
八
九
二
年
八
月
十
七
日
に
東
京
に
生
ま
れ
、
一
九
一
二
年
に
海
軍
兵
学
校
を
出
た
山
口
は
、
海
軍
砲
術
学
校
学
生
、
海
軍
水
雷
学

校
学
生
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
一
年
二
月
二
十
五
日
に
米
国
駐
在
を
命
じ
ら
れ
、
海
軍
大
尉
で
渡
米
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
時
点
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で
、
二
十
八
歳
で
あ
っ
た）11
（

。

　

一
九
二
一
年
三
月
四
日
、
井
出
次
官
が
埴
原
正
直
・
外
務
次
官
に
対
し
、
山
口
が
「
今
般
語
学
及
一
般
海
軍
軍
事
研
究
ノ
為
…
…

駐
在
被
仰
付
」
と
し
て
、
米
国
政
府
に
こ
の
旨
通
牒
す
る
よ
う
依
頼
が
あ
り
、
決
済
を
受
け
て
い
る
。
日
本
を
発
つ
予
定
日
は
三
月

二
十
五
日
、
駐
在
期
間
は
二
年
で
あ
っ
た）11
（

。
米
国
に
到
着
し
た
山
口
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
日
本
大
使
館
を
訪
れ
る
と
、
石
油
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
た
山
本
が
お
り
、
そ
の
机
に
は
米
国
内
の
石
油
産
地
や
製
油
所
に
関
す
る
文
献
が
山
積
み
に
さ
れ
て
い
て
、
圧

倒
さ
れ
た
と
い
う）11
（

。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
は
か
つ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
大
学
と
い
う
名
称
で
あ
り
、
折
田
彦
市
（
の
ち
、
第
三
高

等
学
校
校
長
）
を
最
初
の
卒
業
生
と
し
て
、
以
後
も
日
本
人
留
学
生
を
迎
え
入
れ
て
お
り
、
一
八
九
六
年
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と

改
称
し
て
以
降
も
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
家
の
賀
川
豊
彦
な
ど
が
留
学
し
て
い
る）11
（

。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
山
口
は
武
藤
嘉
一
（
の
ち
、
慶
應
義
塾
大
学
教
授
、
衆
議
院
議
員
）
と
と

も
に
大
学
院
に
所
属
し
て
い
た
が
、
山
口
は
武
藤
と
は
別
々
に
暮
ら
し
、
一
九
二
一
年
か
ら
翌
年
ま
で
、
大
学
院
の
寄
宿
舎
で
過
ご

し
た）11
（

。
武
藤
と
別
に
暮
ら
し
て
寄
宿
舎
で
過
ご
し
た
の
は
、
日
本
語
を
使
う
機
会
を
減
ら
し
、
英
語
力
を
上
げ
る
た
め
だ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
山
口
は
全
米
各
地
か
ら
来
た
二
十
歳
前
後
の
若
者
と
日
夜
、
付
き
合
う
こ
と
と
な
る）11
（

。

　

一
九
二
二
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
山
口
の
学
習
の
記
録
が
、
六
月
二
十
日
付
で
山
口
か
ら
井
出
次
官
宛
て
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

山
口
は
、「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
ニ
於
テ
左
記
学
科
ヲ
習
得
シ
ツ
ヽ
兼
子
テ
英
語
勉
学
ヲ
志
サ
セ
リ
」
と
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

史
」
と
「
立
憲
政
府
」
の
二
科
目
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
学
の
「
寄
宿
舎
ニ
住
ム
友
人
ト
日
夕
相
接
ス
ル
機
会
」
を
通
じ

て
、「
個
人
教
師
」
に
よ
っ
て
「
英
作
文
並
ビ
ニ
発
音
ノ
匡
正
」
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
山
口
は
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
メ
イ

ン
州
で
開
か
れ
る
少
年
向
け
の
「
キ
ャ
ン
プ
」
に
参
加
し
て
、「
専
ラ
会
話
ノ
練
習
ニ
資
セ
ム
ト
ス
」
と
し
て
お
り
、
同
年
九
月
に

プ
リ
ン
ス
ト
ン
を
去
っ
て
国
内
旅
行
に
出
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
各
地
を
回
り
、「
英
語
研
究
旁
々
、
地
方
人
情
風
俗
ヲ

視
察
」
す
る
、
と
の
予
定
を
記
し
て
い
る）1（
（

。



10

法学研究 94 巻 8 号（2021：8）
　

留
学
中
、
山
口
は
、
ち
ょ
う
ど
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
開
か
れ
て
い
た
海
軍
軍
縮
会
議
に
裏
方
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
会
議

の
冒
頭
で
、
米
国
側
が
英
・
米
・
日
の
艦
艇
の
保
有
比
率
を
「
一
〇
・
一
〇
・
六
」
と
す
る
よ
う
提
案
し
、
海
軍
首
席
随
員
の
加
藤

寛
治
・
中
将
が
「
対
米
七
割
」
を
強
硬
に
主
張
す
る
な
か
で
、
首
席
全
権
の
加
藤
友
三
郎
は
米
国
と
の
軍
備
競
争
を
避
け
る
観
点
か

ら
、
提
案
を
受
諾
し
た）11
（

。

　

山
口
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
米
国
人
と
交
際
す
る
な
か
で
、
彼
ら
は
背
が
高
く
逞
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
ユ
ー
モ
ア
も

あ
り
、
自
助
独
立
の
精
神
も
あ
っ
て
、
で
き
れ
ば
喧
嘩
を
し
た
く
な
い
相
手
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う）11
（

。
山
口
の
三
男
・
宗

敏
は
、「
父
は
そ
れ
ら
の
学
生
た
ち
に
伍
し
て
総
て
の
艱
難
に
堪
え
、
異
国
で
の
学
生
生
活
を
満
喫
し
た
。
そ
う
い
う
父
の
姿
に
接

し
た
学
生
た
ち
は
、
生
来
の
き
さ
く
さ
も
あ
っ
て
、「
タ
モ
ン
、
タ
モ
ン
」
と
呼
ん
で
親
愛
の
情
を
示
し
た
。
…
…
父
の
こ
の
二
年

間
の
留
学
生
活
は
、
日
本
内
地
に
居
て
は
と
う
て
い
学
び
得
な
い
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
い
う
も
の
を
体
得
し
得
た
の

で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る）11
（

。
こ
の
あ
た
り
の
記
述
は
、
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
や
遺
族
の
証
言
に
よ
る
も
の
で
、
山
口
を
高

く
評
価
し
よ
う
と
す
る
傾
き
が
強
い
が
、
米
国
人
と
交
流
す
る
な
か
で
、
そ
の
気
質
に
触
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
軍
縮
会
議

へ
の
参
加
も
含
め
て
、
国
際
的
視
野
が
一
気
に
開
か
れ
た
米
国
駐
在
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
三
年
三
月
十
日
に
帰
朝
命
令
を
受
け
て
帰
国
後
、
山
口
は
翌
年
に
海
軍
大
学
校
甲
種
学
生
と
な
り
、
一
九
二
七
年
か
ら
軍

令
部
に
出
仕
、
一
九
二
九
年
に
は
山
本
と
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
の
随
員
を
務
め
て
い
る
。
一
九
三
四
年
、
駐
米
日
本
大

使
館
付
海
軍
武
官
と
し
て
再
度
渡
米
し
、
二
年
後
に
帰
国
を
命
じ
ら
れ
、
一
九
四
〇
年
に
第
二
航
空
戦
隊
司
令
官
と
な
っ
て
、
翌
年
、

真
珠
湾
攻
撃
に
参
加
す
る）11
（

。
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四
、
伊
藤
整
一
と
イ
エ
ー
ル
大
学

　

山
本
は
先
述
の
通
り
、
一
九
二
五
年
十
二
月
一
日
に
駐
米
日
本
大
使
館
付
海
軍
武
官
に
任
じ
ら
れ
て
再
度
渡
米
す
る
が
、
こ
の
在

任
期
間
中
に
米
国
駐
在
の
た
め
山
本
の
も
と
を
訪
れ
た
の
が
、
伊
藤
整
一
で
あ
っ
た
。
伊
藤
は
一
八
九
〇
年
七
月
二
十
六
日
、
福
岡

県
三
池
郡
に
生
ま
れ
、
一
九
一
一
年
に
海
軍
兵
学
校
を
卒
業
、
海
軍
大
学
校
乙
種
学
生
、
第
五
艦
隊
参
謀
、
霞
ヶ
浦
航
空
隊
附
な
ど

を
経
て
、
一
九
二
七
年
五
月
一
日
、
海
軍
少
佐
で
米
国
駐
在
を
命
じ
ら
れ
た
。
三
十
六
歳
で
あ
る）11
（

。

　

伊
藤
の
回
想
に
よ
る
と
、
七
月
十
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
到
着
し
、
翌
日
、
同
行
し
て
い
た
小
林
謙
五
（
海
軍
少
佐
）、
中
野

実
（
海
軍
中
尉
）
と
と
も
に
武
官
事
務
所
を
訪
れ
る
と
、
山
本
は
、
伊
藤
に
対
し
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。

駐
在
員
が
一
日
三
度
の
食
事
を
、
し
か
も
定
刻
に
し
よ
う
な
ど
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
の
贅
沢
だ
。
三
度
の
食
事
を
す
る
の
は
日
本
で
の
話
さ
。

君
た
ち
も
「
ア
メ
リ
カ
」
に
来
れ
ば
、
是
非
と
も
自
動
車
は
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
生
活
費
の
高
い
こ
の
国
で
海
軍
士
官
と
し
て
の
体
面
を
保

た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
何
を
勉
強
す
る
に
も
高
い
月
謝
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
極
端
に
貧
乏
す
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
、
出
来
得

る
だ
け
観
察
旅
行
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
否
、
米
国
の
隅
々
残
る
隈
な
く
踏
破
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
旅
行
が
将
来
の
た
め
何

よ
り
為
に
な
る
勉
強
で
あ
り
、
研
究
で
あ
る
。
室
に
閉
じ
籠
も
っ
て
英
語
の
本
を
読
む
事
も
勉
強
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
日
本
に
い
て
も

出
来
る
。
駐
在
中
は
こ
の
国
に
い
る
時
で
な
け
れ
ば
他
所
で
は
出
来
な
い
事
に
主
力
を
注
ぐ
べ
き
で
、
そ
の
う
ち
で
も
旅
行
が
一
番
重
要
だ
。

と
こ
ろ
が
米
国
は
、
旅
費
が
嵩
む
こ
と
ま
た
世
界
第
一
だ
か
ら
、
平
常
お
よ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
節
約
を
し
て
旅
費
を
貯
え
る
こ
と
を
心
掛
け
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
食
事
な
ど
も
我
慢
し
て
、
い
よ
い
よ
空
腹
で
や
り
切
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
昼
食マ
マ

を
問
わ
ず
そ
の
時
食
べ
る
の

だ
。
こ
れ
で
栄
養
不
良
に
な
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
元
気
の
衰
え
る
こ
と
も
な
い
。
僕
が
駐
在
時
代
に
体
験
済
み
だ）

11
（

。

　

山
本
が
米
国
駐
在
中
、
各
地
の
石
油
産
地
や
製
油
所
な
ど
を
視
察
し
て
廻
っ
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
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旅
費
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
節
約
を
心
掛
け
て
食
事
も
我
慢
し
て
い
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
実
体
験
を
踏
ま
え
て
の
、

伊
藤
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
っ
た
。
伊
藤
は
こ
れ
を
受
け
て
米
国
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
し
て
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
伊
藤
の
在
米
中
の
一
九
二
七
年
十
一
月
十
五
日
に
、
先
述
の
通
り
山
本
に
帰
朝
命
令
が
出
さ
れ
、
同
日
、
後
任

と
し
て
坂
野
常
善
が
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
翌
月
に
伊
藤
は
中
佐
に
進
級
し
て
い
る）11
（

。

　

イ
エ
ー
ル
大
学
に
は
一
八
七
〇
年
入
学
の
大
原
令
之
助
（
本
名
・
吉
原
重
俊
。
の
ち
、
日
銀
総
裁
）
以
来
、
多
く
の
日
本
人
留
学
生

が
学
ん
で
お
り
、
特
に
一
八
九
〇
年
代
以
降
に
留
学
者
が
急
増
し
、
明
治
期
だ
け
で
も
、
そ
の
総
数
は
一
七
六
名
に
上
っ
て
い
る
。

初
期
は
法
律
、
続
い
て
、
経
済
学
、
神
学
、
哲
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
目
立
つ）11
（

。
一
九
〇
二
年
に
イ
エ
ー
ル
大
学
で
博
士
号
を
取
得

し
た
朝
河
貫
一
が
、
当
時
、
同
大
学
で
日
本
文
化
史
担
当
の
助
教
授
を
務
め
て
い
た）11
（

。

　

中
田
整
一
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
に
お
い
て
伊
藤
の
記
録
を
調
査
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
伊
藤
は
二
年
間
の
米
国
滞
在
中
、

後
半
の
一
年
間
、
イ
エ
ー
ル
で
学
ん
で
お
り
、
大
学
院
の
修
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
た
と
い
う
。
履
修
し
た
の
は
、
経
済
学
、
社
会

学
、
米
国
政
治
学
で
、
成
績
表
に
つ
い
て
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
中
田
は
、「
伊
藤
は
米
国
の
国
民
性
や
歴
史
、
伝
統
、
政
治
な

ど
、
将
来
の
国
策
や
外
交
に
役
立
て
る
事
項
を
懸
命
に
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
伊
藤
は
学
生
寮
に
住
ん

で
い
た
ら
し
く
、
若
い
学
生
た
ち
と
と
も
に
語
学
の
習
得
に
も
励
ん
だ）1（
（

。
日
本
語
を
話
す
機
会
が
き
わ
め
て
少
な
い
場
所
を
選
び
、

大
学
の
寄
宿
舎
で
米
国
の
学
生
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
も
、
山
本
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
っ
た）11
（

。

　

伊
藤
は
、
こ
の
米
国
滞
在
中
、
米
国
海
軍
作
戦
部
情
報
課
の
レ
イ
モ
ン
ド
・
Ａ
・
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
中
佐
と
親
交
を
も
っ
て
い
る
。

ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
は
の
ち
に
太
平
洋
戦
争
の
際
、
第
二
艦
隊
司
令
長
官
・
伊
藤
の
座
乗
す
る
戦
艦
「
大
和
」
を
撃
沈
す
る
命
令
を
下

す
、
米
国
海
軍
第
五
艦
隊
司
令
長
官
と
な
る
人
物
で
、
当
時
は
情
報
収
集
の
た
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
の
軍

人
や
外
交
官
と
接
触
し
て
い
た
。
伊
藤
は
海
軍
武
官
事
務
所
の
先
任
駐
在
員
も
務
め
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
、
情
報
収
集
を
目
的
と

し
つ
つ
、
上
司
の
坂
野
と
と
も
に
、
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
の
一
家
と
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る）11
（

。
吉
田
は
、
伊
藤
と
ス
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プ
ル
ー
ア
ン
ス
を
「
学
者
風
な
肌
合
い
の
日
米
情
報
合
戦
の
影
の
立
役
者
」
と
称
し
、
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
の
な
か
に
は
、
坂
野
や
伊

藤
と
の
交
流
を
通
し
て
、
人
種
的
偏
見
を
超
え
た
日
本
人
に
対
す
る
親
し
み
と
敬
愛
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
彼
ら
の

交
際
は
、
慎
重
な
情
報
交
換
か
ら
家
族
を
交
え
た
ダ
ン
ス
や
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
及
ん
だ）11
（

。
伊
藤
は
、
山
本
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
よ

う
に
各
地
を
視
察
旅
行
し
た
よ
う
だ
が）11
（

、
そ
の
上
で
、
現
地
で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
、
た
し
か
に
重
ね
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

一
九
二
九
年
五
月
一
日
、
伊
藤
は
帰
朝
を
命
じ
ら
れ
、
以
後
、
巡
洋
艦
「
木
曽
」
艦
長
、
戦
艦
「
榛
名
」
艦
長
、
第
二
艦
隊
参
謀

長
、
海
軍
省
人
事
局
長
な
ど
を
経
て
、
一
九
四
一
年
に
軍
令
部
次
長
と
な
っ
て
、
日
米
開
戦
を
迎
え
る）11
（

。

五
、
む
す
び

　

山
本
、
山
口
、
伊
藤
は
、
米
国
滞
在
中
、
そ
れ
ぞ
れ
名
門
大
学
で
語
学
習
得
や
政
治
、
経
済
な
ど
の
学
習
、
国
民
性
の
理
解
に
努

め
、
ま
た
、
米
国
人
と
の
交
流
を
深
め
て
、
現
地
で
し
か
得
ら
れ
な
い
情
報
の
収
集
に
も
励
ん
だ
。
い
ず
れ
も
、
約
二
年
間
の
滞
在

中
、
半
年
か
ら
一
年
ほ
ど
の
間
、
大
学
で
学
ん
だ
ほ
か
、
視
察
な
ど
の
情
報
収
集
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
、
ま
ず
山
本
が
留

学
や
視
察
に
あ
た
り
、
そ
の
経
験
が
山
口
と
伊
藤
に
影
響
を
与
え
て
い
る
点
が
、
特
徴
的
で
あ
る
。

　

ど
こ
に
留
学
し
て
何
を
学
ぶ
か
、
何
を
視
察
し
て
研
究
す
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
、
山
本
に
対
す
る
上
田
の
指
導
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
監
督
に
あ
た
る
駐
在
武
官
の
裁
量
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た）11
（

。
山
本
は
武
官
時
代
、
渡
米
し
て
き
た
伊
藤
と
小
林
、

中
野
に
対
し
て
「
伊
藤
、
小
林
両
君
は
少
佐
で
も
あ
り
、
既
にGrow

n up
し
て
お
る
の
で
、
今
さ
ら
自
分
が
敲
き
直
す
こ
と
も
出

来
ぬ
の
で
、
自
分
は
駐
在
員
監
督
だ
け
れ
ど
も
両
人
は
放
任
す
る
。
し
か
し
中
野
中
尉
は
、
い
ま
だ
若
く
て
見
込
み
が
あ
る
し
、
思

い
切
り
指
導
し
て
や
る
」
と
述
べ
、
中
野
に
ボ
ス
ト
ン
に
留
学
し
て
電
気
工
学
を
勉
強
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、
伊
藤
と
小
林
は
身
の

振
り
方
を
自
分
で
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
補
佐
官
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
思
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
伊
藤
は
回
想
し
て
い
る）11
（

。
実
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際
、
中
野
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
電
気
工
学
を
学
び）11
（

、
一
九
二
九
年
三
月
に
は
、
駐
在
期
間
を
六
ヶ
月
延
長
さ
れ
て
い
る
が
、
海
軍
省
は
「
本

件
ハ
前
任
山
本
在
米
国
大
使
館
附
武
官
ノ
時
ヨ
リ
ノ
懸
案
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
理
由
に
、
こ
れ
を
認
め
て
い
る）11
（

。

　

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
実
践
さ
れ
た
学
習
や
視
察
も
、
日
米
関
係
の
壁
に
阻
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
米
国
は
す
で
に

仮
想
敵
国
で
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
日
本
人
移
民
差
別
問
題
や
排
日
移
民
法
の
制
定
、
日
本
の
中
国
大
陸
政
策
、
米
国

内
で
の
黄
禍
論
の
台
頭
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
関
係
に
は
暗
雲
が
漂
い
は
じ
め
て
お
り）1（
（

、
井
出
が
山
本
と
と
も
に
米
国
を
視
察
し

た
一
九
二
四
年
当
時
に
は
、「
我
々
を
極
度
に
警
戒
し
て
、
こ
ち
ら
が
見
た
い
と
思
ふ
所
は
、
仲
々
秘
密
に
し
て
見
せ
て
く
れ
な
い

し
、
先
方
で
見
せ
て
く
れ
る
も
の
は
、
こ
ち
ら
で
は
ど
う
で
も
良
い
所
で
あ
っ
た
り
し
て
苦
心
を
要
し
た
」
と
井
出
は
振
り
返
っ
て

い
る）11
（

。
山
本
の
生
活
は
米
国
政
府
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
し
、
伊
藤
の
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
と
の
交
流
も
、
緊
張
を
伴
う
も
の
で

あ
っ
た
。
彼
ら
の
情
報
収
集
活
動
は
、
か
な
り
の
困
難
を
伴
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、
満
洲
事
変
の
勃
発
以
降
、
日
米
の
利
害
が
激
し
く
衝
突
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
れ

が
海
軍
士
官
の
米
国
留
学
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
。
一
九
三
二
年
一
月
に
海
軍
少
佐
で
米
国
駐
在
を
命
じ
ら
れ
た
中
澤
佑
（
の
ち
、

軍
令
部
作
戦
部
長
）
は
、「
満
洲
事
変
以
来
、
日
米
関
係
が
悪
化
し
て
き
た
の
で
、
私
の
駐
在
計
画
も
変
更
さ
れ
…
…
西
部
に
移
る
こ

と
と
な
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
中
澤
は
同
年
十
月
か
ら
、
西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に

留
学
し
、
学
生
寮
に
入
っ
て
米
国
の
憲
法
や
経
済
、
歴
史
を
学
び
つ
つ
、
西
部
各
地
を
視
察
し
て
情
報
収
集
に
努
め
た）11
（

。
自
ら
も
一

九
四
〇
年
か
ら
海
軍
少
佐
で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学
し
た
実
松
譲
に
よ
る
と
、
満
洲
事
変
の
発
端
と
な
る
柳
条
湖
事
件
に
よ
っ

て
日
米
関
係
が
悪
化
し
、
海
軍
と
し
て
太
平
洋
の
米
国
艦
隊
の
動
向
を
察
知
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
当
初
東
海
岸
で
語
学
や
米

国
事
情
の
研
究
に
努
め
て
い
た
中
澤
と
鳥
居
卓
哉
少
佐
を
、
米
国
太
平
洋
艦
隊
の
拠
点
で
あ
る
西
海
岸
に
駐
在
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
だ
と
い
う）11
（

。

　

さ
ら
に
日
本
海
軍
は
、
中
澤
が
帰
国
し
た
一
九
三
四
年
か
ら
米
国
で
の
情
報
収
集
活
動
に
力
を
入
れ
、
八
月
に
山
口
が
駐
米
日
本
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大
使
館
付
海
軍
武
官
に
着
任
す
る
と
、
山
口
の
も
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
拠
点
を
設
け
て
諜
報
活
動
を
さ
か
ん
に
展
開
し
、
米
国

海
軍
情
報
部
も
山
口
サ
イ
ド
を
監
視
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る）11
（

。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
情
報
戦
で
山
口
に
期
待
さ
れ
て
い
た
要

素
の
一
つ
が
、
米
国
留
学
経
験
で
あ
り
、
そ
こ
で
身
に
つ
け
た
語
学
力
で
あ
り
、
専
門
知
識
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

米
軍
側
も
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
察
知
し
て
い
た
。
当
時
、
米
国
海
軍
情
報
部
極
東
担
当
だ
っ
た
エ
リ
ス
・
Ｍ
・
ザ
カ
リ
ア
ス
（
の
ち
、

米
国
海
軍
情
報
部
長
）
は
、
一
九
三
五
年
に
日
独
の
ス
パ
イ
が
協
調
し
て
い
る
の
を
確
認
し
た
と
し
て
、「
日
本
海
軍
武
官
は
、
山
口

多
聞
海
軍
大
佐
で
、
彼
の
人
ざ
わ
り
の
良
い
態
度
と
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
広
い
知
識
は
、「
語
学
将
校
」
と
し
て
の
、
永
い
ア
メ

リ
カ
滞
在
期
間
中
に
身
に
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
日
本
海
軍
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
パ
イ
活
動
を
強
化
し
よ
う
と
決
め
た

時
、
彼
ら
は
山
口
を
ス
パ
イ
活
動
の
中
心
人
物
と
し
、
彼
に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
住
宅
区
域
に
あ
る
上
流
ア
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
ン
・
タ

ワ
ー
の
中
の
事
務
所
に
、
ス
パ
イ
組
織
の
万
端
の
用
意
を
と
と
の
え
さ
せ
た
。
も
し
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
の
ス
パ
イ
活
動
強
化

の
証
拠
が
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
山
口
の
到
着
が
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
」
と
述
べ
、
晩
餐
会
で
山
口
不
在
の
夜
、

電
気
屋
を
使
っ
て
山
口
の
部
屋
に
潜
入
し
、
密
か
に
調
査
さ
せ
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る）11
（

。
ザ
カ
リ
ア
ス
は
山
本
に
も
接
触
し
て
お

り
、
山
本
と
ポ
ー
カ
ー
を
し
た
が
、「
彼
は
諜
報
と
ポ
ー
カ
ー
の
双
方
の
困
難
な
任
務
に
対
処
す
べ
く
、
人
々
を
自
宅
に
招
待
し
て

い
た
」
と
し
て
、
そ
の
場
で
山
本
と
情
報
交
換
の
駆
け
引
き
を
し
て
い
た
と
回
顧
し
て
い
る）11
（

。

　

一
九
〇
〇
年
代
、
日
米
両
国
は
、
親
日
的
世
論
を
背
景
に
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
日
露
戦
争
の
終
結
を
仲
裁

す
る
な
ど
、
良
好
な
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
仲
裁
を
導
い
た
一
因
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒
業
生
の
金
子
堅
太
郎
が
展
開
し
た
広
報

外
交
に
あ
り
、
金
子
が
同
大
学
の
人
脈
を
頼
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
松
村
正
義
が
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る）11
（

。
第
一
次
世
界
大
戦
を
経

て
、
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
は
、
そ
こ
か
ら
角
逐
と
衝
突
の
一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
へ
と
向
か
っ
て
い
く
狭
間
に

あ
っ
て
、
次
第
に
緊
張
の
度
を
高
め
て
い
く
過
渡
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
時
期
に
米
国
留
学
経
験
を
積
ん
だ
海
軍
士
官
た
ち
が
、

そ
の
後
の
日
米
関
係
の
悪
化
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
対
米
観
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
か
、
あ
る
い
は
変
化
さ
せ
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な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
点
の
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）　

こ
の
三
名
以
外
に
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
百
武
源
吾
（
開
戦
時
、
海
軍
省
高
等
技
術
会
議
議
長
）、
武
井
大
助
（
開
戦
時
、
海
軍
省

経
理
局
長
）、
長
谷
川
清
（
開
戦
時
、
台
湾
総
督
）、
小
林
謙
五
（
開
戦
時
、
第
一
艦
隊
参
謀
長
）、
中
原
義
正
（
開
戦
時
、
海
軍
省
人
事

局
長
）、
保
科
善
四
郎
（
開
戦
時
、
海
軍
省
兵
備
局
長
）
な
ど
の
海
軍
士
官
が
、
米
国
に
駐
在
し
て
い
る
（
海
軍
歴
史
保
存
会
編
『
日
本

海
軍
史
』
第
九
巻
、
海
軍
歴
史
保
存
会
、
一
九
九
六
年
、
五
六
～
五
七
、
五
九
～
六
〇
、
二
二
三
、
三
三
三
、
三
八
六
～
三
八
七
、
五
三

一
頁
）。

（
2
）　

吉
田
満
『
提
督
伊
藤
整
一
の
生
涯
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
八
年
）、
四
二
頁
。
吉
田
は
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
か
ら
学
徒
出
陣
で
海

軍
に
入
り
、
海
軍
少
尉
で
伊
藤
の
指
揮
す
る
戦
艦
「
大
和
」
に
搭
乗
し
て
天
一
号
作
戦
に
参
加
し
た
。
吉
田
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
粕
谷

一
希
『
鎮
魂 

吉
田
満
と
そ
の
時
代
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
、
参
照
。

（
（
）　

内
山
正
熊
「
在
外
武
官
の
研
究
」（『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
三
号
、
一
九
八
一
年
三
月
）、
一
七
頁
。
こ
の
時
期
の
日
米
関
係
、
お

よ
び
日
本
海
軍
の
対
米
政
策
に
つ
い
て
は
、
麻
田
貞
雄
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
―
海
軍
と
政
策
決
定
過
程
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
九
五
年
）
な
ど
、
参
照
。

（
（
）　
「
附
録　

日
本
帝
国
の
国
防
方
針
、
用
兵
綱
領
」（
中
澤
佑
刊
行
会
編
『
海
軍
中
将
中
澤
佑
―
海
軍
作
戦
部
長
・
人
事
局
長
回
想
録
』

原
書
房
、
一
九
七
九
年
）、
二
四
七
～
二
六
〇
頁
。
こ
の
後
、
一
九
一
八
年
に
帝
国
国
防
方
針
は
改
定
さ
れ
て
い
る
が
、
終
戦
直
後
に
焼

却
あ
る
い
は
散
逸
し
た
た
め
、
そ
の
本
文
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
（
朴
完
「
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
に
関
す
る
小
論
―
そ
の
改
定
過
程

及
び
内
閣
保
存
過
程
を
中
心
に
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
三
三
～
四
四
頁
）。
帝
国
国
防

方
針
に
つ
い
て
は
、
黒
野
耐
『
帝
国
国
防
方
針
の
研
究
―
陸
海
軍
国
防
思
想
の
展
開
と
特
徴
』（
総
和
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
、
参
照
。

（
（
）　
「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C1（0（1002（00
、
帝
国
国
防
方
針　

大
一
二
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」。

（
（
）　

高
木
不
二
『
幕
末
維
新
期
の
米
国
留
学
―
横
井
左
平
太
の
海
軍
修
学
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）、
中
拂
仁
「
明
治

黎
明
期
に
お
け
る
米
・
ア
ナ
ポ
リ
ス
海
軍
士
官
学
校
日
本
人
留
学
生
」（『
国
士
舘
大
学
政
経
論
叢
』
第
一
一
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）、

島
田
謹
二
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
秋
山
真
之
―
明
治
期
日
本
人
の
一
肖
像
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
）。
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（
（
）　

田
中
宏
巳
『
山
本
五
十
六
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）、
七
二
頁
。

（
（
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
七
一
頁
。

（
（
）　

新
渡
戸
稲
造
著
／
木
下
菊
人
訳
『
日
米
関
係
史
』（
新
渡
戸
稲
造
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
七
巻
、
教
文
館
、

一
九
八
五
年
）、
五
四
〇
頁
。

（
10
）　

森
山
優
「
永
野
修
身
―
海
軍
「
主
流
派
」
の
選
択
」（
筒
井
清
忠
編
『
昭
和
史
講
義　

軍
人
篇
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
八
年
）、
二

一
六
頁
、
前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
五
一
～
五
二
頁
。
永
野
が
帰
朝
命
令
を
受
け
た
の
は
一
九
二
三
年
一
二
月
で
あ
る
た
め
、
後

述
の
山
口
の
米
国
駐
在
中
も
駐
在
武
官
に
在
任
し
て
い
た
（
前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
五
一
頁
）。
な
お
、
永
野
は
一
九
一
三
～

一
四
年
度
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に
一
年
生
と
し
て
在
籍
し
、
政
治
学
を
学
ん
だ
（H

arvard U
niversity Catalogue 1913-14 

（Cam
bridge: H

arvard U
niversity, 1（1（

）, p. 1（（

）。

（
11
）　
「JA

CA
R

：B1（0（0（2（（00
、
帝
国
武
官
出
張
駐
在
及
留
学
関
係
雑
件
／
海
軍
之
部　

第
三
巻
（（-1-（-1_2_00（

）（
外
務
省
外
交

史
料
館
）」。

（
12
）　
「JA

CA
R

：C10100（（（（00

、
大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報
告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」、「JA

CA
R

：C10100（（（（00

、

大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報
告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」、「JA

CA
R

：Ref.C10100（（（000

、
大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報

告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」、「JA

CA
R

：Ref.C10100（（（（00

、
大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報
告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛

研
究
所
）」。

（
1（
）　

反
町
栄
一
『
人
間
山
本
五
十
六
―
元
帥
の
生
涯
』（
光
和
堂
、
一
九
七
八
年
）、
二
二
三
～
二
二
五
頁
。

（
1（
）　

長
岡
市
立
中
央
図
書
館
文
書
資
料
室
編
『
山
本
五
十
六
の
書
簡
―
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
文
書
資
料
室
所
蔵
資
料
を
中
心
に
し
て
』

（
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
文
書
資
料
室
、
二
〇
〇
六
年
）、
六
三
頁
。
な
お
、
山
本
は
留
学
中
、
語
学
の
学
習
の
た
め
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
全
集
を
購
入
し
た
と
い
う
（
山
本
五
十
六
記
念
館
『
改
訂
版　

山
本
五
十
六
記
念
館
展
示
図
録
』
山
本
元
帥
景
仰
会
、

二
〇
〇
一
年
、
一
五
頁
）。

（
1（
）　H

arvard U
niversity. Faculty of A

rts and Sciences U
ndergraduate Student Records. Student folder of Isoroku 

Y
am

am
oto, Special Student 1（1（-1（20. U

A
III 1（.（（.10 Box 120. H

arvard U
niversity A

rchives.

（
1（
）　

前
掲
『
山
本
五
十
六
の
書
簡
―
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
文
書
資
料
室
所
蔵
資
料
を
中
心
に
し
て
』、
一
〇
二
頁
。
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（
1（
）　H

arvard U
niversity. Faculty of A

rts and Sciences A
bsence Records. A

bsence Record of Isoroku Y
am

am
oto, 

Special Student 1 （1（-1（20. U
A

III 1（.2.10 Box 2. H
arvard U

niversity A
rchives. 

本
資
料
お
よ
び
注（
1（
）の
資
料
の
提
供
、

お
よ
び
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
ご
好
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
1（
）　H

arvard U
niversity Catalogue 1919-20 

（Cam
bridge: H

arvard U
niversity, 1（20

）, p. （（0. 

こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
収
録
さ

れ
て
い
る
学
生
名
簿
の
「Special Students under the Faculty of A

rts and Sciences

」
の
項
目
に
も
、「Y

am
am

oto, 
Isoroku, T

okyo, Japan, 1 （（ N
aples R

’d B

’kline

」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
身
分
と
専
攻
に
つ
い
て
は
、「N

aval O
ffi

cer. 
English.

」
と
記
さ
れ
て
い
る
（Ibid, p. 1（（

）。

（
1（
）　

前
掲
『
山
本
五
十
六
の
書
簡
―
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
文
書
資
料
室
所
蔵
資
料
を
中
心
に
し
て
』、
一
〇
四
頁
。

（
20
）　

森
村
勇
「
強
い
犬
は
吠
え
な
い
」（
山
本
元
帥
編
纂
会
編
『
噫
山
本
元
帥
』
文
藝
春
秋
、
一
九
四
四
年
）、
一
一
三
～
一
一
六
頁
。

（
21
）　

小
熊
信
一
郎
「
山
本
元
帥
と
将
棋
」（
前
掲
『
噫
山
本
元
帥
』）、
一
一
七
～
一
二
一
頁
。

（
22
）　

三
戸
由
彦
「
山
本
元
帥
ボ
ス
ト
ン
滞
在
中
の
思
い
出
」（
新
人
物
往
来
社
編
『
追
悼 

山
本
五
十
六
』
新
人
物
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）、

一
〇
八
～
一
一
二
頁
。
初
出
は
『
水
交
社
記
事
』
第
四
一
巻
三
号
（
一
九
四
三
年
九
月
二
五
日
）。
三
好
彰
『
ボ
ス
ト
ン
日
本
人
学
生
会

の
記
録
』（
三
好
彰
、
二
〇
二
〇
年
）
に
よ
る
と
、
一
九
一
九
年
一
二
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
ボ
ス
ト
ン
日
本
人
学
生
会
の
会
合
に
、
山

本
は
参
加
し
て
お
り
、
海
軍
技
師
の
竹
内
孝
一
郎
も
同
席
し
て
い
た
（
三
〇
～
三
一
頁
）。
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
日
本
人
同
士
、

海
軍
関
係
者
同
士
の
親
交
を
深
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
2（
）　

阿
川
弘
之
『
新
版 

山
本
五
十
六
』（
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
）、
七
七
頁
。
こ
の
ほ
か
、
山
本
一
生
『
水
を
石
油
に
変
え
る
人
―
山

本
五
十
六
、
不
覚
の
一
瞬
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
所
蔵
資
料
は
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
山
本
の
米
国

留
学
に
つ
い
て
、
本
稿
で
利
用
し
た
山
本
の
高
野
宛
書
簡
や
栃
内
次
官
へ
の
報
告
書
な
ど
を
用
い
て
、
比
較
的
詳
し
く
記
述
し
て
い
る

（
五
四
～
六
四
頁
）。

（
2（
）　Seym

our M
orris Jr., A

m
erican H

istory R
evised: 200 Startling Facts T

hat N
ever M

ade It into the T
extbooks 

（N
ew

 Y
ork: Broadw

ay Books, 2010

）, p. 1（2.

（
2（
）　
「JA

CA
R

：C10100（（（200

、
大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報
告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」。

（
2（
）　
「JA

CA
R

：C10100（（（（00

、
大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報
告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」、「JA

CA
R

：C10100（（（（00

、
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大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報
告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」、「JA

CA
R

：Ref.C10100（（（（00

、
大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報

告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」、「JA

CA
R

：Ref.C10100（（（（00

、
大
正
八
年　

外
国
駐
在
員
報
告　

巻
六
止
（
防
衛
省
防
衛

研
究
所
）」、
一
九
二
〇
年
四
月
二
六
日
付
高
野
季
八
宛
山
本
五
十
六
絵
葉
書
（
前
掲
『
山
本
五
十
六
の
書
簡
―
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
文

書
資
料
室
所
蔵
資
料
を
中
心
に
し
て
』、
一
〇
四
頁
）。

（
2（
）　

前
掲
『
人
間
山
本
五
十
六
―
元
帥
の
生
涯
』、
二
三
六
～
二
三
九
頁
、
前
掲
『
山
本
五
十
六
』、
七
五
～
七
七
頁
。
山
本
は
帰
国
後
の

一
九
二
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
海
軍
次
官
の
職
を
解
か
れ
て
欧
米
視
察
に
出
た
井
出
謙
治
に
随
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
も
、
井

出
を
テ
キ
サ
ス
の
油
田
に
案
内
し
て
い
る
（
井
出
謙
治
「
欧
米
視
察
を
共
に
」
前
掲
『
噫
山
本
元
帥
』、
九
九
～
一
〇
一
頁
）。
こ
の
油
田

視
察
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
人
間
山
本
五
十
六
―
元
帥
の
生
涯
』、
二
四
八
～
二
五
〇
頁
、
前
掲
『
改
訂
版　

山
本
五
十
六
記
念
館
展
示

図
録
』、
一
五
頁
、
前
掲
『
山
本
五
十
六
』、
八
二
～
八
三
頁
、
も
参
照
。

（
2（
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
七
〇
頁
。
山
本
の
長
男
・
義
正
に
よ
る
と
、
一
九
一
九
年
一
二
月
七
日
付
で
、
進
級
祝
い
の
た
め

に
海
軍
の
仲
間
と
日
本
料
理
を
食
べ
に
い
く
と
い
っ
た
手
紙
を
、
山
本
は
妻
・
礼
子
宛
に
送
っ
て
い
る
（
山
本
義
正
『
父　
山
本
五
十
六
』

朝
日
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
一
五
四
～
一
五
五
頁
）。

（
2（
）　

前
掲
『
山
本
五
十
六
』、
七
四
～
七
五
頁
。

（
（0
）　

朝
日
新
聞
社
編
『
元
帥
山
本
五
十
六
伝
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
三
年
）、
八
〇
頁
。

（
（1
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
七
〇
頁
。

（
（2
）　

三
和
義
勇
「
山
本
元
帥
の
思
い
出
」（
前
掲
『
追
悼 
山
本
五
十
六
』）、
一
九
〇
～
一
九
二
頁
。
初
出
は
『
水
交
社
記
事
』
第
四
一
巻

三
号
（
一
九
四
三
年
九
月
二
五
日
）。

（
（（
）　

前
掲
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
―
海
軍
と
政
策
決
定
過
程
』、
二
一
九
～
二
二
〇
頁
。
最
初
の
米
国
駐
在
中
に
山
本
が
航
空
機
お
よ

び
石
油
に
寄
せ
た
関
心
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
Ｄ
・
ポ
ッ
タ
ー
著
／
児
島
襄
訳
『
新
装
版　

太
平
洋
の
提
督
―
山
本
五
十
六
の
生
涯
』

（
恒
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
九
～
二
一
頁
、
も
参
照
。
山
本
は
一
九
二
〇
年
頃
、
米
国
海
軍
将
官
会
議
が
潜
水
艦
・
飛
行
機
を
海
戦
上

の
重
要
兵
器
と
み
な
し
、
そ
の
発
達
の
た
め
の
研
究
の
促
進
を
要
望
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
報
告
書
を
記
し
て
い
る
（
日
本
海
軍
航
空
史

編
纂
委
員
会
編
『
日
本
海
軍
航
空
史
（
一
）
用
兵
篇
』
時
事
通
信
社
、
一
九
六
九
年
、
九
三
～
九
四
頁
）。
な
お
、
最
近
邦
訳
が
刊
行
さ

れ
た
、
デ
ィ
ッ
ク
・
レ
イ
ア
著
／
芝
瑞
紀
・
三
宅
康
雄
・
小
金
輝
彦
・
飯
塚
久
道
訳
『
ア
メ
リ
カ
が
見
た
山
本
五
十
六
―
「
撃
墜
計
画
」
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の
秘
め
ら
れ
た
真
実
』
上
（
原
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
も
、
二
度
の
米
国
駐
在
を
通
し
て
山
本
が
航
空
戦
力
重
視
の
考
え
方
を
固
め
た
こ

と
、
米
国
内
の
石
油
精
製
工
場
を
視
察
し
た
こ
と
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
レ
イ
ア
は
、「
山
本
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
、

経
済
学
と
外
国
人
向
け
の
集
中
的
な
英
語
の
授
業
（「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
Ｅ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
を
受
講
し
た
」
と
し
て
い
る
が
、
本

文
の
通
り
、
山
本
が
ハ
ー
バ
ー
ド
で
英
語
以
外
の
科
目
を
学
ん
だ
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
（
七
二
～
七
五
頁
）。

（
（（
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
七
〇
～
七
一
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
四
四
九
頁
。

（
（（
）　
「JA

CA
R

：B1（0（0（2（（00

、
帝
国
武
官
出
張
駐
在
及
留
学
関
係
雑
件
／
海
軍
之
部　

第
三
巻
（（-1-（-1_2_00（

）（
外
務
省
外
交

史
料
館
）」。

（
（（
）　

星
亮
一
『
果
断
の
提
督 

山
口
多
聞
―
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
消
え
た
勇
将
の
生
涯
』（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
二
〇
一
六
年
）、
二
八
～
三

〇
頁
。

（
（（
）　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
野
口
契
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
（（
）　Japanese Students; 1（（（-1（（（; H

istorical Subject Files Collection, Box （（（, Folder 1（; Princeton U
niversity 

A
rchives, Seeley G. M

udd M
anuscript Library, Special Collections, Princeton U

niversity Library. 

こ
の
資
料
に
よ
る

と
、
山
口
と
同
時
期
に
、
九
州
帝
国
大
学
農
学
部
助
教
授
の
大
島
広
が
、
訪
問
教
授
と
し
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
滞
在
し
て
い
た
。

（
（0
）　

前
掲
『
果
断
の
提
督 

山
口
多
聞
―
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
消
え
た
勇
将
の
生
涯
』、
三
〇
頁
。

（
（1
）　
「JA

CA
R

：C0（0（0（（（（00

、
大
正
一
一
年　

公
文
備
考　

巻
二　

官
職
二　
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」。
一
九
四
四
年
二
月
刊
行

の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
同
窓
会
誌
も
、
山
口
が
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
大
学
院
で
学
ん
で
い
た
の
は
、
米
国
の
歴
史
で
あ
る
、
と
し
て
い
る

（Princeton A
lum

ni W
eekly, V

ol. X
LIV

, N
o.1（, February 1（（（, p.  （ 

）。
山
口
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
を
離
れ
た
あ
と
、
三
ヶ
月
間

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
視
察
し
、
日
本
へ
の
帰
国
の
途
上
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
を
再
訪
し
て
、
バ
ル
カ
ン
半
島
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情

勢
分
析
を
『T

he D
aily Princetonian

』
一
九
二
三
年
四
月
三
日
号
で
語
っ
て
い
る
（
“Balkan W

ar Im
m

inent, Says Japanese 
O

ffi
cer

”, T
he D

aily Princetonian, V
olum

e （（, N
um

ber 2（, A
pril （, 1（2（, pp. （-（

）.

（
（2
）　

麻
田
貞
雄
「
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
の
政
治
過
程
―
ふ
た
り
の
加
藤
を
め
ぐ
っ
て
」（『
同
志
社
法
学
』
第
四
九
巻
三
号
、
一
九
九
八

年
三
月
）、
九
二
～
一
二
一
頁
、
前
掲
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
―
海
軍
と
政
策
決
定
過
程
』、
一
五
四
～
一
六
〇
頁
、
松
田
十
刻
『
山
口
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多
聞
―
空
母
「
飛
龍
」
と
運
命
を
共
に
し
た
不
屈
の
名
指
揮
官
』（
光
人
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
〇
五
～
一
〇
八
頁
。
な
お
、
平
松
良
太

は
、
加
藤
全
権
は
海
軍
全
体
の
支
持
を
得
て
条
約
調
印
に
踏
み
切
っ
て
お
り
、
両
加
藤
の
対
立
も
激
し
い
も
の
で
は
な
く
、
海
軍
の
団
結

を
引
き
裂
く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
（
平
松
良
太
「
第
一
次
世
界
大
戦
と
加
藤
友
三
郎
の
海
軍
改
革
（
二
）
―
一
九
一
五
～
一
九

二
三
年
」『
法
学
論
叢
』
第
一
六
八
巻
四
号
、
二
〇
一
一
年
一
月
、
一
一
一
～
一
二
〇
頁
）。

（
（（
）　

松
田
十
刻
『
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
闘
将 

山
口
多
聞
』（
学
研
Ｍ
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）、
七
六
～
七
七
頁
。

（
（（
）　

山
口
宗
敏
『
父
・
山
口
多
聞
―
空
母
「
飛
龍
」
の
最
後
と
多
聞
「
愛
」
の
手
紙
』（
光
人
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
三
五
～
三
六
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
四
四
九
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
六
～
七
頁
。

（
（（
）　

伊
藤
整
一
「
故
山
本
元
帥
の
追
憶
」（
前
掲
『
追
悼 

山
本
五
十
六
』）、
九
五
～
一
〇
〇
頁
。
初
出
は
『
水
交
社
記
事
』
第
四
一
巻
三

号
（
一
九
四
三
年
九
月
二
五
日
）。

（
（（
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
七
、
二
四
八
頁
。

（
（（
）　
「
ヱ
ー
ル
大
学
日
本
学
生
名
簿
」（M

anuscripts and A
rchives, Y

ale U
niversity Library

）。

（
（0
）　

山
内
晴
子
『
朝
河
貫
一
論
―
そ
の
学
問
形
成
と
実
践
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
）、
六
二
四
～
六
二
五
頁
。

（
（1
）　

中
田
整
一
『
四
月
七
日
の
桜
―
戦
艦
「
大
和
」
と
伊
藤
整
一
の
最
期
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）、
七
四
～
七
七
頁
。

（
（2
）　

前
掲
「
故
山
本
元
帥
の
追
憶
」、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
四
月
七
日
の
桜
―
戦
艦
「
大
和
」
と
伊
藤
整
一
の
最
期
』、
七
七
～
八
四
頁
、
ト
ー
マ
ス
・
Ｂ
・
ブ
ュ
エ
ル
著
／
小
城
正
訳

『
提
督
・
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
）、
七
三
～
七
四
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
提
督
伊
藤
整
一
の
生
涯
』、
四
九
～
五
三
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
山
本
五
十
六
』、
一
〇
五
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
日
本
海
軍
史
』
第
九
巻
、
七
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
山
本
五
十
六
』、
一
〇
四
頁
。

（
（（
）　

前
掲
「
故
山
本
元
帥
の
追
憶
」、
九
五
～
九
六
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
山
本
五
十
六
』、
一
〇
五
頁
。
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（
（0
）　
「JA

CA
R

：C0（01（（（（（00

、
公
文
備
考 

Ｅ 

教
育 

演
習 

検
閲 

巻
一
一
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」。

（
（1
）　

五
百
旗
頭
真
編
『
日
米
関
係
史
』（
有
斐
閣
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
八
年
）、
二
九
～
一
〇
九
頁
。

（
（2
）　

前
掲
「
欧
米
視
察
を
共
に
」、
一
〇
〇
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
海
軍
中
将
中
澤
佑
―
海
軍
作
戦
部
長
・
人
事
局
長
回
想
録
』、
一
～
一
〇
頁
。
中
澤
は
渡
米
に
あ
た
り
、
長
く
米
国
に
勤
務

し
た
長
谷
川
清
（
海
軍
少
将
）
か
ら
、
山
口
を
例
に
、
語
学
の
勉
強
に
重
点
を
置
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
大
学
の
学
生
寮
に
入
る
こ
と
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
と
い
う
（
同
前
、
五
～
六
頁
）。

（
（（
）　

実
松
譲
『
米
内
光
政
秘
書
官
の
回
想
』（
光
人
社
、
一
九
八
九
年
）、
一
二
〇
～
一
四
一
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
四
月
七
日
の
桜
―
戦
艦
「
大
和
」
と
伊
藤
整
一
の
最
期
』、
八
〇
頁
、
前
掲
『
山
口
多
聞
―
空
母
「
飛
龍
」
と
運
命
を
共
に

し
た
不
屈
の
名
指
揮
官
』、
一
三
〇
頁
。
軍
令
部
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
駐
在
武
官
を
通
じ
て
、
米
国
の
「
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
」
に
つ

い
て
か
な
り
正
確
な
情
報
を
入
手
し
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
は
、
米
国
の
海
軍
拡
充
を
対
日
敵
視
政
策
の
一
環
と
と
ら
え
て
い
た
と
い

う
（
前
掲
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
―
海
軍
と
政
策
決
定
過
程
』、
二
二
八
～
二
二
九
頁
）。

（
（（
）　

エ
リ
ス
・
Ｍ
・
ザ
カ
リ
ア
ス
著
／
日
刊
労
働
通
信
社
訳
『
日
本
と
の
秘
密
戦
』（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
八
五
年
）、
六
二
～
九
七
頁
。

（
（（
）　Ellis M

 Zacharias, Secret M
issions: the Story of an Intelligence O

ffi
cer 

（N
ew

 Y
ork: G.P. Putnam

’s Sons, 1（（（

）, 
pp. （（-（（.

（
（（
）　

松
村
正
義
『
日
露
戦
争
と
金
子
堅
太
郎
―
広
報
外
交
の
研
究
』（
新
有
堂
、
一
九
八
〇
年
）、
参
照
。

〔
追
記
〕　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
ジ
ュ
リ
ア
ナ
・
ク
イ
パ
ー
ズ
氏
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
図

書
館
の
野
口
契
子
氏
、
山
本
五
十
六
記
念
館
の
荒
木
美
和
子
氏
か
ら
、
貴
重
な
史
料
の
ご
提
供
や
ご
教
示
を
頂
戴
し
た
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。


